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拡張し続ける学会を目指して 
 

植野 真臣 

 
このたび日本行動計量学会の第9代理事長を務

めることになりました．学会の価値をさらに発展

させられるように，皆さまのご協力を得て全力を

尽くしていきたいと思っておりますので，どうぞ

よろしくお願いいたします． 
私が本学会に入会した1980 年代は，多変量解析

が注目され，因子分析や数量化理論の実践研究の

中心学会として大いに賑わっていました．しかし，

1990年以降，世の中はインターネット社会を目指

すべくインフラ構築が社会的命題となり，当時ほ

とんど使い物にならなかったインターネット上に

Webデータを蓄積していくことが中心的命題にな

っていきます．世の中の投資の多くが，この方向

性に向かいつつあり，様々な新しい分野が勃興し

てきました．世の中の人々の関心は，データの解

析ではなく，インターネット上に蓄積できるデー

タ構築（Web上のあらゆるサービスの提案と構築）

に集中していきました．2000年以降，インターネ

ット上に大量に蓄積されたデータをいかに有効活

用するかが世の中の重要な課題となっていきます．

ここでは，膨大な量の変数を持つ大規模データか

ら重要な知識を自動的に抽出したり，未知の変数

を予測する技術が注目されてきます．特に，多変

数データからの予測，分類は“ビッグデータ解析”

と呼ばれ，数理モデルを中心にデータベースやア

ルゴリズムに関する人工知能分野，コンピュータ

サイエンス分野が中心になってきます． 
一方，行動計量学会はその後，構造方程式モデ 

 
リングを中心にグラフィカル・モデリング，因果

分析など今も注目される手法について，理論研究，

実データを用いて現実現象の構造を明らかにする

研究で重要な成果を残しています． 
しかし，学会で研究される手法，実践される応

用分野は，学会発足時から見ると大きく縮約し，

収束してきたように思います．この流れは，学会

の閉塞化を招きかねません． 
以下は私が2005年に巻頭言で書いたことです

が，再掲いたします． 
「産業革命後のイギリスの没落は，当時新しく

出現したテクノロジストを職工としてさげすみ，

依然として物理学や数学のみを理工系の学問とし

て取り扱ってきた新しい文化を受け入れる社会が

なかったためであると考えられています．当時の

イギリスの失敗を繰り返さないためには，伝統的

でない新しいものを受け入れる文化を持っている

かどうかがキーです．いや，受け入れるだけでな

く，新しい分野を開拓していくべきでもあります．」 
データサイエンスがこれほど重要になってきた

今日，本学会の重要性はますます増加しています

が，まさに本会の立場も先の状況に似ていると考

えられます．学会の役割はただ各会員の行った研

究流通にとどまらず，潜在的な社会的インパクト

を見抜き伝統的でない新しい考え方を受け入れ，

その研究マーケットをそれぞれ開拓していくとい

った文化が学会に根付いていくことがまず重要で

あると考えられます．学会が個々の会員に学びや
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驚き，喜びを与え，メンバーを成長させる機能を

持たねばならないことはもちろんのこと，学会自

身が学習して拡張していく組織でなければならな

いのです．そうすることで，真に社会貢献できる

組織となり，個々のメンバーも成長し続けること

が可能になるのだと思います．本学会は初代会長

である林知己夫先生が「データサイエンス」を最

初に提唱された学会でもあります．林先生は「デ

ータサイエンスは，単に統計学，データ解析やそ

の関連手法を統合した概念のみでなく，その結果

も含む．データサイエンスの目的は，複雑な自然，

人間，社会的現象をデータから様々な手法を用い

て隠れた構造や特徴を発見することである」と述

べられています．この意味でも，新しい統計学，

データ解析やその関連手法を取り入れるだけでな

く，幅広い分野にデータサイエンスを拡張してい

き，分野を横断した刺激ある学会に皆様と一緒に

していければと思います． 
（うえの まおみ，日本行動計量学会理事長） 

 

植野 真臣（うえの・まおみ）

電気通信大学大学院情報理

工学研究科教授 

1992 年神戸大学大学院教育学研

究科学校教育専攻修了（教育学修

士）．1994 年東京工業大学大学院

総合理工学研究科博士課程シス

テム科学専攻退学（博士(工学)）．千葉大学文学部認知情報科

学講座 助手，2000年長岡技術科学大学工学部 助教授，2006

年電気通信大学大学院情報システム学研究科 助教授，2007

年准教授，2013年教授. 

 

 

 

 

 

 

 

新理事長・委員長・担当理事 

 

理事長             植野 真臣 

編集委員会委員長        岡太 彬訓 

和文誌編集委員会委員長    星野 崇宏 

欧文誌編集委員会委員長      植野 真臣 

運営委員会委員長     鈴木 譲 

広報委員会委員長     尾崎 幸謙 

組織検討委員会委員長      繁桝 算男 

大会担当委員会委員長        大森 拓哉 

資料アーカイブス委員会委員長   松本 渉 

学会賞選考委員会委員長     岩崎 学 

柳井レクチャー委員会委員長   吉野 諒三 

イノベーション委員会委員長   岡太 彬訓 

事務局長（庶務・会計担当理事） 菊地 賢一 

統計関連学会連合担当理事    岡太 彬訓 

菊地  賢一 

 

 

 

 

新委員長・担当理事ご挨拶 

編集委員会委員長 

この度，重任を承け引き続き編集委員会委員長

を務めることになりました．どうぞよろしくお願

いいたします．過去3年間に「行動計量学」への

投稿数は大きく増加しました．査読期間を大幅に

短縮したことによるものと考えております．また，

2015年には“Behaviormetrika”について従来の笹

氣出版印刷に替えてシュプリンガー・ジャパン株

式会社と出版契約を結びました．ただし，

“Behaviormetrika”のOwnership， Title Right， 
Copyrightは従来通り学会が所有しています．こ

の変更は，“Behaviormetrika”が国際的により広

く認知され，より高く評価される学術誌とするた

めには最善の方法であると考えた結果です．「行動

計量学」と“Behaviormetrika”のこのような，

活性化の気運を今後も促進するため，編集委員会

では，星野崇宏和文誌編集委員長，植野真臣欧文

誌編集委員長共に重任いたします．和文誌編集委

員会にあっては，査読期間の短縮，魅力的で新規
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性と独創性に溢れた特集の構成などによる投稿数

の増加をさらに加速したいこと，また，欧文誌編

集委員会にあっては，“Behaviormetrika”の国際

的な認知の拡大へ更なる努力を継続したいと思い

ます．特に，国際的な学術誌としてEditor in chief
やCoordinating editorが短期間で交代することは

その学術誌の価値を高める上で必ずしも良い効果

があるとは思えません．詳しいことは，星野崇宏

和文誌編集委員長と植野真臣欧文誌編集委員長の

挨拶に記されているものと思います． 
“Behaviormetrika”はSpringer社から出版し

て1年になりますが，投稿は順調に増加しており，

念願のインパクトファクター取得が手の届くとこ

ろにきたという感触を得ています． 
私自身は，2009年から2012年，前期（2015年

から2018年）に次いで，三回目の編集委員会委員

長ですが，初心に還って，強い熱意を込めその任

にあたる覚悟です．星野崇宏和文誌編集委員会委

員長，植野真臣欧文誌編集委員会委員長，そして，

和文・欧文両編集委員会委員一同誠心誠意努力し，

「行動計量学」と“Behaviormetrika”の刊行を

通じて学会の視野を拡張し，新たな視野を拓き，

それらを一層深化させ，学会の躍進に寄与し，斯

界に刺激を与え，その発展に更に大きく貢献する

所存です． 
岡太 彬訓（おかだ・あきのり） 

立教大学名誉教授 

1966年慶應義塾大学工学部管理工

学科卒業，工学博士，2012年〜2015
年日本行動計量学会理事長，1985年
〜同理事，2016年〜2017国際分類学

会連合会長，2006年〜“Advances in 
Data Analysis and Classification” Managing Editor， 2018
年〜“Behaviormetrics: Quantitative Approaches to Human 
Behavior” (Springer社) Series Editor  
 
 
 
 
 
 
 

和文誌編集委員会委員長 

2期目の和文誌編集委員会委員長を拝命しまし

た． 
前期では(1)査読迅速化，(2)近年投稿の少なくな

っている分野についての特集論文の企画，(3)原著

論文としての展望論文の位置づけの明確化，(4)
査読プロセスの透明性の担保，などの施策を実施

してきました．(1)では初回査読6週間以内，2回目

以降4週間以内の返送という目標を立て，編集委

員の先生方の協力も頂き，91％の論文についてこ

れを達成しました．また(2)としては私自身として

は計量政治学，調査法研究などの特集論文を企画

しました．(3)については，google scholarの引用

件数などからも，また会員への最先端の知見の提

供という観点からも展望論文を増やすことが重要

でありますが，査読無し論文では著者のインセン

ティブがなく，またこれまでの原著の査読ではオ

リジナリティが問題視されるということがあり，

原著論文として展望論文を依頼し査読の上掲載す

ることを始めました．(4)については，過去の経緯

もあり，編集委員会としての内規を明確化すると

ともに，編集委員長が関連する論文については副

編集委員長がハンドリングを行うなど体制の明確

化を行いました． 
今期はこれらの方向性をさらに進め，さらに学

術界ならびに様々な実務界で参照され引用される

魅力のある学会誌となるべくいろいろな企画を行

っていきます．そのためにも会員の皆様のご投稿

や査読へのご協力，編集委員の先生方のご助力を

頂戴したく，何卒よろしくお願い申し上げます． 
星野 崇宏（ほしの・たかひろ） 
慶應義塾大学経済学部教授 

東京大学大学院総合文化研究科博

士課程修了，博士（学術），博士（経

済学）．情報システム機構統計数理

研究所，名古屋大学経済学部等を経

て2015年4月より現職．2009年～日本行動計量学会理事，2015
年～日本行動計量学会和文誌編集委員会委員長． 
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欧文誌編集委員会委員長 

これまでに引き続き欧文誌編集委員会 委員長

を務めることになりました．本学会理事長と兼任

となりますが，どうぞよろしくお願いいたします．

BehaviormetrikaはSpringerに移行して２年目を

迎えております．多くの国内の英文誌が廃刊にな

りつつある現状，BehaviormetrikaはVol. 45を迎

えました．海外からの投稿数は大きく増えてきて

おり，来年にはインパクトファクター取得が期待

されております．今年は，学会の国際化強化に関

す る 科 学 研 究 費 助 成 に 採 択 さ れ ，

Behaviormetrika強化にこの助成金を使っていく

準備をしております． 本誌のクオリティと価値を

これまで以上に高め，これまで投稿していただい

た著者の皆さまに報いれるように努力していきま

す．皆様方にもできる限り多くの論文の投稿をお

願いしたいと思います． 会員各位のご協力とご支

援を心よりお願いいたします．  
植野 真臣（うえの・まおみ） 
電気通信大学大学院情報理

工学研究科教授 

1992年神戸大学大学院教育学研究

科学校教育専攻修了（教育学修士）．

1994年東京工業大学大学院総合理

工学研究科博士課程システム科学

専攻退学（博士(工学)）．千葉大学文学部認知情報科学講座 助

手，2000年長岡技術科学大学工学部 助教授，2006年電気通

信大学大学院情報システム学研究科 助教授，2007年准教授，

2013年教授. 
 

運営委員会委員長 

 このたび，大森拓哉先生の後任として，運営委

員長を仰せつかることになりました．会員の皆様

のニーズに答えるような企画を出していくことは

言うまでもありません．しかし，それだけなら私

でなくてもできるように思いました．植野新理事

長と相談しながら，会員が大きく増えるような，

学会が大きく変化するような企画を検討し，実行

に移していきたいと思っています．既存のものを

標準と思わないで，新しいことで置き換えていけ

れば，と考えています．胸にひめた思いのような

ものはたくさんありますが，具体的なことは，成

果としてお見せしたいと思っています．会員の皆

様，よろしくお願いします． 
鈴木 讓 (すずき・じょう)  
大阪大学大学院基礎工学研究

科教授 

早稲田大学理工学部卒．早稲田大学

大学院，早稲田大学助手，青山学院

大学助手を経て，1994年に大阪大学

講師．2017年より現職．この間，Stanford大学(1995-1997)，
Yale大学(2001-2002)などの客員研究員．日本行動計量学会の

他，日本統計学会，日本数学会，人工知能学会，米国人工知能

学会(AAAI)の会員．BehaviormetrikaのCoordinate Editor． 
 

広報委員会委員長 

この度，中山厚穂前委員長の後任として，広報

委員会委員長を務めさせて頂くことになりました．  
広報委員会は，会報小委員会，インターネット

小委員会，SNS戦略小委員会の3つの小委員会で

構成されます．会報小委員会は会報作成，インタ

ーネット小委員会はメールニュース配信と Web
更新が主な仕事です． 

SNS 戦略小委員会は今期から新設の小委員会

です．広報委員会ではこれまでも Facebook によ

る広報活動は行ってきましたが，これに加えて

TwitterやYouTube等での広報活動も行うことで，

より広範囲の方々に日本行動計量学会の存在やそ

の良さを知って頂こうと考えております． 
3 つの小委員会の活動について新しい提案がご

ざいましたら，ぜひ広報委員会までお寄せくださ

い．会員の皆様，どうぞよろしくお願い致します． 
 

尾崎 幸謙（おざき・こうけん） 
筑波大学ビジネスサイエンス

系准教授 

早稲田大学大学院文学研究科修了．

博士（文学）．科学技術振興機構研究

員，日本学術振興会特別研究員，統

計数理研究所助教を経て，2013年4月より現職．2015年より

日本行動計量学会理事，2010年より日本行動計量学会広報委

員会委員． 
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組織検討委員会委員長 

 林文先生の後任として，行動計量学会の組織の

在り方，規定の見直しなどを担当する組織検討委

員会の委員長を務めさせていただくことになりま

した．組織の骨格を安定したものとするための重

要な委員会であると認識しております．日本行動

計量学会の研究や大会については，変化をいとわ

ず積極的に動いてほしいのですが，組織の骨格や

会則・内規の改正に関しては，良い意味で保守的

であるべきです．すなわち，変化の必要性が明確

になっている事項に関してのみ慎重に審議し，変

更するとしてもその変更点が長続きするような変

更を心掛けます． 
 当面解決すべき問題として，会員の種類と権利

や義務について，現状との齟齬が生じており，会

則の改定を最初の課題として取り組みます．また，

より長期的課題として，法人組織にするかどうか，

するとすればどのようなシステムにするかという

問題があります．学会を取り巻く状況を見極め，

理事会の意向を踏まえ，学会にとって利益になる

ように対処いたします． 
思いつくこととして挙げた上記二つの問題に限

らず，各委員会や会員の皆様からの率直なご意見

が当委員会に寄せられることを期待しています． 
 

繁桝 算男（しげます・かずお） 
慶應義塾大学訪問教授・東京

大学名誉教授 

1970 年東京大学教育学研究科修 
了 ， 教 育 学 修 士 ， 1974 年 
University of Iowa， College of 

Education修了，Ph.D. 東北大学教 育学部，講師，助教授，

東京工業 大学工学部，助教授，教授，東京大学総合文化研究

科教授，帝京大学文学部教授を 経て，2017年より現職．  

 
 

 

 

 

 

 

大会担当委員会委員長 

この度大会担当委員会委員長を担当させていた

だくこととなりました．大会担当委員会の役割は，

学会の一番のイベントである大会開催に関わるこ

と，特に大会開催校候補の選定と，開催運営のサ

ポートとなります．さらには大会自体がより魅力

的なものになるよう，さらなる企画立案や改善な

ども使命と考えております． 
これまで前々委員長の森裕一先生，前委員長の

松本渉先生らのリーダーシップにより，大会開

催・運営について様々な改革がなされてきました．

ポスターセッションやラウンドテーブルディスカ

ッションなど，より参加者のコミュニケーション

がとりやすい企画も増え，また大会運営マニュア

ルも改定に改定を重ね，大会開催校への負担もな

るべく少なくなるよう整備されてきました．委員

長を拝命するにあたり，これまで運営委員を担当

してきた経験を生かし，大会参加の皆様の研究活

動の向上はもちろん，参加者間の交流がより深ま

るような企画・運営等も行っていきたいと思いま

すので，皆様方のアイデア・ご意見等大会担当委

員会までお寄せいただければ幸いです．  
大森 拓哉（おおもり・たくや） 
多摩大学経営情報学部教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士

課程，同大学院助手，多摩大学助教

授・准教授を経て，2012年4月より現

職．2009年～日本行動計量学会理

事・運営委員・大会担当委員・事務局員．  

 

 

資料アーカイブス委員会委員長 

 資料アーカイブス委員会は，2012年度に当時

の岡太彬訓理事長のもとで新規に設置され，本年

度は活動7年目にあたります．初代委員長は，故

柳井晴夫先生です．2013年12月に柳井晴夫先生

が逝去された後は，当時副委員長だった森本栄一

先生（株式会社ビデオリサーチ）が，後任の委員

長の務めを果たされました． 
2015～2017 年度の 3 年間は，吉野諒三先生が

委員長の任を果たされました．このたびその後任
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として小生が就くことになりましたので，4 人目

の資料アーカイブス委員会委員長を拝命したこと

になります． 
柳井晴夫初代委員長が用意された資料によりま

すと，本委員会の設立目的は，「林知己夫初代理事

長を始め，行動計量学の基礎および発展に寄与さ

れた諸先生方の資料を収集・整備，これを電子化

し，学会ホームページ上で公開する．（今後開催さ

れる講演会資料については随時，映像なり記録を

取り委員会で保管する）」（2012 年度第 1 回理事

会資料11資料アーカイブス委員会・活動計画案）

とあります． 
この構想を受け，過去の委員会においては，草

創期の講演ビデオや関係文書とともに，近年の特

別講演等のビデオやパワーポイントを収集し，公

開方法を模索してきた（会報145号，吉野諒三資

料アーカイブス委員会委員長就任挨拶参照）とう

かがっています． 
また，森本栄一元委員長からも，行動計量学会

のさまざまな研究記録を Web 上でのアーカイブ

スを用意する構想（例えば，日本数学会のビデオ

アーカイブス http://mathsoc.jp/videos/ ）があ

ったとの申し送りをうかがっています． 
壮大な構想に基づく，壮大な事業が進められて

きております．本学会が過去に築きあげてきた貴

重な資産を将来へつなぐ業務であるわけで，その

責任の重みに身が引き締まる思いです．今後も多

くの資料を収集し，電子的に公開するために，色々

なご支援をお願いすることも多いかと存じます． 
会員の皆様，どうぞよろしくお願いいたします． 
 

松本渉（まつもと・わたる） 
関西大学総合情報学部教授 

東京大学大学院新領域創成科学研究

科博士後期課程修了．博士（国際協力

学）．統計数理研究所助手・助教，関

西大学総合情報学部准教授を経て，

2017年4月より現職．2009年度～現在，

日本行動計量学会理事．本学会では広報委員会委員長・大会担

当委員会委員長・選挙管理委員会委員長，和文誌編集委員会副

委員長の他，組織検討委員・刊行物委員・資料アーカイブス委

員を歴任． 

柳井レクチャー委員会委員長 

前期は資料アーカイブ委員会として，近い将来

の公開を想定しながら本学会の大先輩たちの講演

映像記録等を収集してきましたが，これは新委員

会へ伝え，さらなる発展を期待します．今期は，

故・柳井晴夫先生が大きな貢献してきた広範な分

野でさらなる展開を見せている方々を講演者とし

て選考し，将来の展開について皆で議論できる場

を設けるべく尽力しようと思います． 
吉野 諒三（よしの・りょうぞう） 
情報・システム研究機構 DS施

設 社会データ構造化センター

長及び教授（統計数理研究所 

データ科学研究系・教授 兼任) 

東京大学心理学科卒業，University of 
California， Irvine， Cognitive Science Group Ph.D. course 
修 了 (Psychology) ．2003~2009年和文誌編集委員長，2006
～2009年事務局長，2012-2015組織検討委員長，2015-2018
資料アーカイブ委員会委委員長等々． 

 

 

イノベーション委員会委員長 

この度新設されたイノベーション委員会委員長

を務めることになりました．新設された委員会で

はありますが，過去に二回類似した目的をもつ組

織が設けられました．1993年から1994年にかけて

活動した「活性化ワーキンググループ」（主査 岡
太彬訓），および，2014年から2015年に活動した

「第二次学会活性化委員会」（委員長 繁桝算男）

です．第二次学会活性化委員会の提言である，大

会におけるポスターセッションとラウンドテーブ

ルディスカッションの創設，あるいは，理事会構

成員が会員に対して責任を負う立場であることが

明確にわかる総会の会場設営と運営など，多くの

新機軸が実行に移され，学会の活性化に大きく寄

与しました．本委員会は，より自由な発想でこの

流れを拡大し，加速してさらに学会を発展させる

ための戦略を考え，その戦略を実現するためにさ

まざまな方策を理事会に提案したいと思います．

これによって，学会へ新しい分野を取り込み，学

会活動の新たな発信の形態，学会活動の国際的な
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展開などを図り，学会の活動する範囲，限界，視

野を拡大し，刷新し，学会に対する認識を新たに

させ，将来の展望をより確かで豊かなものとする

よう，星野崇宏イノベーション委員会副委員長，

また，イノベーション委員会委員と共に，枠にと

らわれることなく斬新かつ多様な発想でイノベー

ティブに活動したいと思います．  
岡太 彬訓（おかだ・あきのり） 

立教大学名誉教授 

1966年慶應義塾大学工学部管理工

学科卒業，工学博士，2012年〜2015
年日本行動計量学会理事長，1985年
〜同理事，2016年〜2017国際分類学

会連合会長，2006年〜“Advances in 
Data Analysis and Classification” Managing Editor，2018
年〜“Behaviormetrics: Quantitative Approaches to Human 
Behavior” (Springer社) Series Editor  

 

事務局長（庶務・会計担当理事） 

前期に引き続き，事務局長を務めさせていただ

くこととなりました．これで4期目になるようです．

3年前にも同じことを書きましたが，マンネリ化せ

ず，会員の皆様が学会活動を円滑に行えるよう努

力いたします．学会の運営について，お気づきの

点がございましたら，些細なことでもかまいませ

んので，私宛にご連絡下さい．また，誰に連絡を

して良いか分からないという場合でも取り次ぎま

すので，遠慮なくご連絡下さい． 

今期も，引き続きよろしくお願いいたします． 

菊地 賢一（きくち・けんいち） 

東邦大学理学部教授 

大学入試センター研究開発部助手，東邦

大学理学部講師，准教授を経て，2014
年4月より現職 
＊統計関連学会連合担当理事も兼務． 

 

統計関連学会連合担当理事 

岡太 彬訓（おかだ・あきのり）  
＊写真・略歴は事務局記載のものを参照 
菊地 賢一（きくち・けんいち） 
＊写真・略歴は事務局記載のものを参照 

その他理事（50音順） 

足立 浩平（あだち・こうへい） 
大阪大学大学院人間科学研究

科教授 

京都大学文学部哲学科(心理学専攻)
卒業．博士(文学)．立命館大学文学部

教授などを経て，2005 年 4 月より

現職．2009 年～2011 年日本行動計量学会欧文誌編集委員長．

2015年より日本計算機統計学会副会長． 

 
岩崎 学（いわさき・まなぶ） 
横浜市立大学データサイエン

ス学部教授 

東京理科大学大学院理学研究科数学

専攻修士課程修了．理学博士．専門

は統計的データ解析の理論と応用．

茨城大学，防衛大学校，成蹊大学を経て2018年4月より現職．

1994 年日本行動計量学会優秀賞受賞．2017 年日本行動計量

学会林知己夫賞（功績賞）受賞．統計関連諸学会の役員およ

び諸官公庁の専門委員を歴任．現在に至る． 

 
岡田 謙介（おかだ・けんすけ） 
東京大学教育学研究科准教授 

東京大学大学院総合文化研究科博士

課程修了．博士（学術）．日本学術振

興会特別研究員（PD），専修大学人

間科学部専任講師，准教授を経て

2018年4月より現職．2015年～現在日本行動計量学会理事． 
 

狩野 裕（かの・ゆたか） 
大阪大学大学院基礎工学研究科

教授 
大阪大学大学院基礎工学研究科博士

前期課程修了・工学博士．筑波大学数

学系助教授，大阪大学人間科学部助教

授等を経て，2004年4月より現職．2000-2003年
Behaviormetrika編集委員長，1997～現在 日本行動計量学会

理事．大阪大学数理・データ科学教育研究センターにて，数理

科学とデータ科学の教育と普及に努める．2017年7月より同セ

ンター長． 
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黒木 学（くろき・まなぶ） 
横浜国立大学大学院理工学府・教授 
東京工業大学大学院社会理工学研究科経営工学専攻博士後期

課程修了．博士(工学). 統計数理研究所教授を経て，2017年4
月より現職． 

 

 

椎名 久美子（しいな・くみこ） 
大学入試センター研究開発部

教授 

東京大学大学院総合文化研究科

博士課程修了．博士（学術）．大

学入試センター助手・助教授・准

教授を経て，2012年4月より現職．2009年度～現在 日本行

動計量学会理事・副事務局長．2005 年度～現在 日本テスト

学会理事．2017年度～現在 日本図学会副会長． 

 
 

清水 昌平（しみず・しょうへい） 
滋賀大学データサイエンス学部

教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科博士後

期課程修了. 博士(工学)．日本学術振興

会 特別研究員・東京工業大学 グローバ

ルCOE研究員・大阪大学産業科学研究所 

助教・准教授，滋賀大学データサイエンス学部 准教授を経て， 

2018年4月より現職． 

 

 

下川 敏雄（しもかわ・としお） 
和歌山県立医科大学医学部教

授・附属病院臨床研究センター副

センター長 

大阪大学大学院基礎工学研究科博士後

期課程修了．博士(工学)．山梨大学大学

院医学工学総合研究部助手，助教，准教授，和歌山県立医科大

学医学部准教授を経て，2016年7月より現職． 

 

 

 

 

 

 

鈴木 督久（すずき・とくひさ） 
日経リサーチ取締役常務執行役

員 

早稲田大学第一文学部卒業．日経リサ

ーチ入社後，世論調査室長，マーケテ

ィング局長，研究開発本部長，日本経

済新聞社政治部記者などを経て，2005年に取締役．1996年～

2014年まで筑波大学，早稲田大学，東京大学などで非常勤講

師兼任． 
 

竹村 和久（たけむら・かずひさ） 
早稲田大学文学学術院教授，同大

学意思決定研究所所長，同大学高

等研究所副所長 

東京工業大学博士（学術），北里大学 博

士（医学）．筑波大学大学院システム情

報工学研究科助教授，フルブライト上級研究員などを経て

2002年より現職．2009年より2012年まで和文誌「行動計量学」

編集委員長，現在欧文誌編集委員． 

 

鄭 躍軍（てい・やくぐん） 
同志社大学文化情報学部教授 

東京大学大学院農学生命科学研究科博

士課程修了．博士（農学）．統計数理研

究所助手・総合地球環境学研究所助教授

准教授を経て，2009年4月より現職． 
2009年～2014年日本行動計量学会理事・組織検討委員会委

員・欧文誌編集委員，2013年～2014年学会賞担当理事． 
 

 

中山 厚穂（なかやま・あつほ） 
首都大学東京大学院経営学研

究科准教授 

立教大学大学院社会学研究科博士課

程後期課程単位取得退学．博士（社会

学）．立教大経営学部助手・助教，長

崎大学経済学部准教授を経て，2010年10月より現職．2012年
度～日本行動計量学会理事，2015年度～2017年度日本行動計

量学会広報委員会委員長． 
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南風原 朝和（はえばら・ともかず） 

東京大学高大接続研究開発センタ

ー長 

アイオワ大学大学院教育学研究科博士課

程修了. PhD. 新潟大学教育学部講師，助

教授，東京大学大学院教育学研究科助教授，

教授，研究科長，理事・副学長を経て，2017年4月より現職． 

 

芳賀 麻誉美（はが・まよみ） 

大阪経済大学経営学部 准教授 

電気通信大学大学院情報システム学研究

科知能情報社会知能情報学専攻博士後期

課程満期退学．電気通信大学・博士（学

術）．女子栄養大学助教，一橋大学大学院

国際企業戦略研究科特任講師，徳山大学准教授を経て現職．

2003年から2年間学会誌編集委員，2006年〜2012年，2015年
〜現在まで運営委員． 

 

 

本村 陽一（もとむら・よういち） 
産業技術総合研究所人工知能研

究センター首席研究員(確率モ

デリング研究チーム長兼務) 

電気通信大学大学院電子情報学専攻博

士前期課程修了.博士(工学).産総研サ

ービス工学研究センター副研究センター長，人工知能研究セン

ター副研究センター長などを経て，2016年4月より現職．統計

数理研究所客員教授，東京工業大学大学特定教授， 神戸大客

員教授なども兼任. 
 

森 裕一（もり・ゆういち） 
岡山理科大学経営学部教授 

倉敷市立短期大学在職中に，岡山大

学大学院自然科学研究科博士後期修

了．博士（学術）．1997年4月岡山理

科大学助教授，2004年4月同教授．

2018年4月同副学長．日本行動計量学会理事（2006年～17
年）・広報委員（2006年～11年）・大会担当委員（2012年～17
年），第39回大会実行委員会委員長． 

 

 

 

 

山岡 和枝（やまおか・かずえ） 
帝京大学大学院公衆衛生学研究

科教授 
横浜市立大学文理学部数学科卒業．医

学博士．帝京大学医学部助手・同法学

部講師・助教授，国立保健医療科学院 
技術評価部開発技術評価室長を経て，2011 年 4 月より現職．

日本行動計量学会理事，運営委員会委員，刊行物委員会委員， 
和文誌編集委委員会委員． 組織担当委員会委員などを担当．  

 

山田 剛史（やまだ・つよし）  
岡山大学大学院教育学研究科

教授 

東京大学大学院教育学研究科博士課

程，東京大学大学院教育学研究科助

手，岡山大学教育学部専任講師，岡

山大学大学院教育学研究科准教授を経て，2016年4月より現職．

2016年8月～2017年8月フルブライト研究員（テキサス大学オ

ースティン校，バージニア工科大学）．2009年～2014年日本

行動計量学会広報委員，2015年～日本行動計量学会運営委員． 

 

山本 倫生（やまもと・みちお） 
岡山大学大学院環境生命科学研

究科准教授 

大阪大学大学院基礎工学研究科博士

後期課程修了．博士 (理学)．日本学術

振興会特別研究員，京都大学医学部附

属病院特定助教，同助教，同講師を経て，2017年6月より現職． 

 

横山 暁（よこやま・さとる） 
青山学院大学経営学部マーケティ

ング学科准教授 

慶應義塾大学大学院理工学研究科後期博

士課程修了．博士（工学）．立教大学社会

情報教育研究センター 設置準備室 プロ

グラム・コーディネーター，帝京大学経済学部経営学科助教・

講師を経て，2017年4月より現職．2015年度～日本行動計量

学会 運営委員会・広報委員会・大会担当委員会 委員． 
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監事 

村上 隆（むらかみ・たかし） 
名古屋大学名誉教授 

東京教育大学大学院教育学研究科博士

課程中退．博士(心理学)． 名古屋大学教

育学部助手，同助教授，同大学院教育発

達科学研究科教授，中京大学現代社会学

部教授（2018年3月停年退職）等を歴任． 
 

渡部 洋（わたなべ・ひろし） 
東京大学名誉教授・（株）株式会社

ベネッセホールディングスアセス

メント研究開発室顧問 

東京大学大学院博士課程修了（教育心理

学），アイオワ大学大学院PhD．大学入試

センター研究部助手，東京大学教育学研究科助教授，同教授，

同学部長・研究科長，同寄附講座教授を経て現職． 
 
 
 

運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 
 

平成 30年度研究部会の採択結果 

平成30年度研究部会として，以下の（新規）2
件が採択されました． 
＜研究グループ＞（新規） 
非対称データ分析のための理論と応用（2018～
2019年度） 
代表： 今泉 忠（多摩大学経営情報部） 
連絡先：今泉 忠 
E-mail: imaizumi@tama.ac.jp 

＜地域部会＞（新規） 
行動計量学会岡山地域部会（2018～2021年度） 
代表：坂本 亘（岡山大学） 
連絡先：坂本 亘 
E-mail: w-sakamoto@okayama-u.ac.jp 
 
 
 
 

第20回春の合宿セミナー開催報告 
宿久 洋（同志社大学） 

今回で 20 回目を迎えた春の合宿セミナーを，

2018年2月28日～3月2日の2泊3日，同志社

大学同志社びわこリトリートセンターにて開催し

ました．びわこリトリートセンターは，京都駅か

ら電車で 30 分ほどの琵琶湖のほとりにある同志

社大学の研修施設で，静かな環境の下，充実した

3 日間のセミナーを受講していただくことができ

たのではないかと思います．一流ホテルを経験し

たシェフを招いている食堂での食事もお楽しみい

ただけたのではないでしょうか．参加者は講師・

スタッフも合わせて 38 名と，今回は小規模での

開催となりましたが，懇親会等も含め，本セミナ

ーのもう一つの目的である参加者交流についても

深めることができたのではないかと思います．講

師・参加者の皆様に改めて御礼申し上げます．な

お，プログラムは以下の通りです． 
 

コースA：因果探索入門 
講師：清水昌平（滋賀大学） 

コースB：テスト理論の理解と実践 
講師：加藤健太郎（ベネッセ教育総合研究所），

川端一光（明治学院大学），山田剛史（岡山大学） 
 

第 20回春の合宿セミナーAコースに参加して 

小宮山 智志（新潟国際情報大学） 
日本行動計量学会第 20 回春の合宿セミナーに

おいて清水昌平先生（滋賀大学）の「コースA：
因果探索入門」に参加させていただきました．量

的な単発型の社会調査のデータを分析するとき，

悩ましいのは，因果の方向と，疑似相関です．長

年，頭を痛めてきたのですが，この難題へのアプ

ローチ方法，「あるデータにおいて，どんな仮定を

置くと，どこまで因果グラフを復元できるか」に

ついて，教えていただきました．LiNGAM 法が

メインだったのですが，この方法の仮定は，非巡

回有効グラフで，線形で，誤差変数が独立，かつ

分布が非ガウス連続分布（非ガウスならどんな分

布でも構わない）というものです．これだけなら

比較的，無理がなく，これで変数間の因果の方向

がわかるならば，とても助かります．問題は疑似

相関を引き起こす「未観測共通原因」です．未観
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測共通原因がないようにデータ揃えようとしても，

原因を遡っていくと，しんどくなります．上流の

方はどっかで止めて，最後は両方向矢印の円弧（未

観測共通原因あるかも!?）を仮定して因果構造を

推定する応用例なども，ご教授いただきました．

さらに未観測共通原因があることろも推定するの

が，現在，ホットなところだそうです．とても興

味深く，素晴らしいセミナー，ありがとうござい

ました． 
  同志社大学同志社びわこリトリートセンタ

ーで開催されたのですが，開催のお知らせの「宿

泊は和室大部屋」という箇所を読んだ時には，少

し不安だったのですが，ご同室いただいた皆様か

ら，とても有意義なお話をたくさん聞くことがで

き，“合宿”セミナーだからこその魅力を満喫する

ことができました．このような素晴らしい経験が

できたのも，実行委員，そして同志社大学の皆様

のご尽力の賜物かと存じます．ありがとうござい

ました．いまから次の合宿セミナーを楽しみにし

ております． 
 
第 20回春の合宿セミナーBコースに参加して 

田畑 耕治（東京理科大学） 
Bコース「テスト理論の理解と実践」は，(1) R

を用いた基礎的な演習，(2) 古典的テスト理論の

基礎概念の習得と実践，(3)項目反応理論の理論と

実践，の３つのパートで行われました．丁寧に作

り込まれた配布資料をもとに，熱意ある分かり易

い講義でしっかりと理論を学ぶことができました．

また，Rを用いた実践演習では，実務で使われて

いるテクニック，解析結果を読むときのポイント

など重要な点を丁寧に解説していただき十分に理

解することができました．教室内の雰囲気も良く，

気軽に質問できる環境は大変に有難かったです． 
焼きたてパン，ステーキ，豚しゃぶなど毎回豪

華な食卓を囲み，参加者の方々と楽しいひととき

を過ごすことができました．同部屋だった方々は，

気さくで話しやすく毎晩話に花が咲きました．ま

さに合宿セミナーの醍醐味を味わい尽くした３日

間でした．  
 
 

広報委員会より 

 

広報委員会は，会報小委員会とインターネット

小委員会の2つの小委員会で構成され，1）会報発

行，2）インターネット広報（Web とメールニュー

ス），3）外部への広報活動（入会のご案内と本会

イベントの広報），4）その他，の4種類の業務を

下表のように両委員会で分担しています．以下で

は広報委員会の具体的な活動についてご報告いた

します． 
 

業務 担当 
1）会報発行 
2）インターネット広報 

…会報小委員会 
…インターネット小委員会 

3）外部への広報活動 
4）その他 〉 2つの小委員会で担当 

 
1) 会報発行活動 

3年間（2015－2017年度）で，145号から144
号までの計12回，会報を発行いたしました． 

号 145 146 147 148 149 150 
頁数 23 19 27 17 17 16 
号 151 152 153 154 155 156 
頁数 26 12 17 13 25 13 

 
会報の発行にあたっては，画像を積極的に取り

入れるようにしました．巻頭言や役員の紹介，海

外レポートでは，執筆者の顔写真を掲載するよう

にしました．また，会員の著書等のコーナーでは，

書影を掲載するようにしました．図書へのイメー

ジを描きやすく，親しみをもちやすくなるように

心がけました．役員就任や退任を，会報で掲載す

ることで記録を残しつつ，会員の皆様に逐一お知

らせいたしました．135 号から開始したシリーズ

海外レポートを広報委員が交代で執筆し，会報を

読みごたえのある紙面にしようとする試みを継続

いたしました．「会員の著作等」への情報提供を，

杉山明子賞（出版賞）への実質的な情報提供手段

の一つとして会員の著書等のコーナーを活用でき

ることを訴え，著作情報の提供のお願いしてまい

りました．お陰様で会員の著作等のコーナーは充

実してまいりました． 
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2)インターネット広報 

 WEBおよびメールニュースでは，随時依頼により

情報配信しています．メールニュースは2015年度

89件，2016年度92件，2017年度86件配信いたしま

した．2016年度の学会総会において．日本行動計

量学会の英語名から「of Japan」を削除すること

が決まり，それにともなって，2017年2月15日の理

事会において，新しいロゴを作ることが決まりま

した．その後．5つの案を会員の皆様に提示し，6

月に投票を行いました．7月5日の理事会で，その

投票結果を参考にし，新しいロゴが決定され，8

月31日の総会で発表されました．この学会英語名

称・学会ロゴの変更に伴い，WEBページの見直しと

整備を行いました．また，Behaviormetrikaの発

刊情報をメールニュースやFacebookで配信する

ようにいたしました．2013年7月から，情報発信強

化と会員間の交流促進のため，学会の公式

Facebookページを公開いたしましたが，引き続き，

情報発信を行いました． 

 

3) 外部への広報活動 

本学会イベントの他学会等への発信力の強化 

本会の大会については，他の学会・協会へ広報を

行いました．また，2016年度の統計関連学会連合

大会より学会やBehaviormetrikaの広報，入会案

内のためにブース出展を行いました． 
 

今後の課題 

 副委員長および委員の皆様のご協力を得て，今

期の広報委員会は，幅広い活動を実現できました．

しかし，課題も存在します．幅広い活動を展開し

た半面，各委員の先生方のボランティアに依存す

る面も大きくなっています．WEB 関係など負担も

大きいので，予算の許す限りですが，ある程度は

業務の外注化などで合理化した方がよいのではな

いかと考えています．英語版のWEBを充実させた

結果，英語圏の方で本学会に興味を持たれる方も

おられるかもしれません．しかし，入会案内など

につきましては，一切英語の情報がありません．

英語での学会情報の一層の充実は今後の課題と考

えます．次期委員会では，さらなる改善・改革が

達成されることを期待いたします． 

役員選挙の実施結果報告 

選挙管理委員会 委員長 尾崎幸謙 
委員 稲水伸行 朴堯星 

 
 2018年1月25日（木）15時－17時半，筑波

大学東京キャンパス651室において選挙管理委員

会を開催し，標記の選挙に関する開票作業を委員

3名で実施いたしました． 
役員選挙結果を下記にご報告いたします．当選

者には別途事務局を通じて当選通知を行います． 
 

記 
選挙実施概要 
無記名投票による．理事5 名，監事2 名を記入． 
投票締切：2018年1月19日（金）当日必着． 
 
開票概要 
日時：2018年1月25日（木）15時―17時半 
場所：筑波大学東京キャンパス651室 
返送総数：102票 
有効投票：100票 
無効投票：2票 
・投票用封筒（内封筒）への封入がない 
・内封筒内に投票用紙の封入がなく空であった 

 
開票結果 
1. 理事当選者（50音順，敬称略） 
足立 浩平  岩﨑 学    植野 真臣 
大森 拓哉  岡太 彬訓   岡田 謙介 
尾碕 幸謙 狩野 裕       菊地 賢一 
椎名 久美子  繁桝 算男     清水 昌平 
鈴木 譲 鈴木 督久     竹村 和久 
中山 厚穂 南風原 朝和    芳賀 麻誉美 
星野 崇宏 松本 渉       森 裕一   
山岡 和枝  山田 剛史     山本 倫生 
吉野 諒三  以上25名 
 

2. 監事当選者（50音順，敬称略） 
村上 隆  渡部 洋  以上2名 
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日本行動計量学会 2017 年役員選挙

実施に関する選挙管理委員会規定 

選挙管理委員会 

 
素案作成：2014年12月20日 

改訂：2014年12月25日 
最終改訂：2017年1月25日 

（総則） 
第1条 本規定は，日本行動計量学会役員選出

に関する細則第 11 条の「選挙管理委

員会規定」として，開票に際し想定さ

れる事態への対応を事前に定めるも

のである． 
（有権者） 
第2条 日本行動計量学会役員選出に関する

細則第 10 条における正会員・シニア

会員には，会費の未納者や長期にわた

って住所不明等による連絡不能者（仮

に凍結会員と呼ぶ）も含め，凍結会員

を退会者とみなさずに有権者と扱う．

ただし，有権者には，選挙管理委員会

が別に定める日（2017 年11 月 9 日）

までに理事会が会則第 9 条にもとづ

き退会とみなした者，および選挙の公

示の日（2017年12月1日）までに自

ら退会の申し出を行った者を除く． 
（開票） 
第3条 複数の委員の確認のもと開票を行い，

複数の委員の確認によって記録する 
（無効投票） 
第4条 次の各項に該当する投票については，

無効投票とする． 
(ア) 投票用封筒（以下，内封筒）への封入

がない場合 
(イ) 内封筒に投票者を示す記入をした場

合 
(ウ) 投票用紙が所定のものと異なる場合 
(エ) 締切日までに届かなかった場合 

第5条 次の各項に該当する投票については，

ただちに無効とせず，その都度選挙管

理委員会の合議により判断する． 
(ア) 郵送用の外封筒について記名がない

場合 
(イ) 国内からの投函にかかわらず，郵送用

の外封筒が所定のものと異なる場合 
(ウ) 内封筒への封入が完全でない場合 
(エ) 内封筒に投票者を示す記入はないが，

それ以外の何らかの記入がある場合 
(オ) 内封筒が所定のものと異なる場合 
(カ) 投票用紙が所定のものかどうか判断

できない場合 
(キ) その他，通常と異なる点があり，疑問

が生じた場合 
（疑問票の計数方法） 
第6条 投票では，理事5名，監事2名を記入

することになっているが，空欄を含む

投票についても有効とし，票数に数え

る． 
第7条 同一用紙内で理事又は監事について，

同一氏名を複数回記入した場合は，理

事および監事それぞれについて 1 票

と数える． 
第8条 氏名の誤記等について，本人の同定が

自明である範囲において有効票とす

る．本人の同定が自明との判断は，選

挙管理委員会の合議による． 
（同一氏名の候補者等に対する投票の効力） 
第9条 同一の氏名，氏又は名の被選挙人が2

名以上ある場合において，その氏名，

氏又は名のみを記載した投票は，有効

とする． 
第10条 会員番号の指定がない同姓同名者へ

の投票，あるいは同一の氏又は名の被

選挙人が 2 名以上ある場合で氏又は

名のみを記載した投票で，所属などの

指定があるため投票先が特定できる

場合は，無効投票とせずに当該被選挙

人への投票として数える．特定可能と

の判断は，選挙管理委員会の合議によ

る． 
第11条 第9条の有効投票のうち，第10条の

投票先が特定された投票以外の投票

は，当該被選挙人のその他の有効投票
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数に応じてあん分し，それぞれこれに

加えるものとする． 
（当選人の決定） 
第12条 理事は有効投票の最多数を得た人か

ら25名を当選人とする． 
第13条 監事は有効投票の最多数を得た人か

ら2名を当選人とする．ただし，当選

人が理事においても当選人となった

場合は，理事を優先し，その場合第3
位以下の人を順次繰り上げ当選人と

する． 
第14条 理事および監事の最下位の当選人に

おいて同点者が出た場合には，抽選に

よって当選者を定める． 
（次点者の取り扱い） 
第15条 監事の次点については，5名まで順位

をつけて選挙管理委員会で記録する． 
第16条 理事の次点は（欠員補充がなされない

ため）記録の必要はないが，日本行動

計量学会役員選出に関する細則第 15
条での理事追加に際する参考資料と

して，選挙管理委員会内で同点5位ま

で記録する． 
（当選人の報告） 
第17条 選挙管理委員会は，開票の結果を理事

会に報告し，当選人の決定を確認する． 
第18条 当選人が決定したときは，選挙管理委

員会は当選人に当選の旨を通知する． 
（その他の疑義） 
第19条 その他の疑義が生じた場合は，その都

度選挙管理委員会において決定する． 
 
 

 
 
 
 

日本行動計量学会第46回大会のご案内 
 

第 46回大会実行委員会実行委員長 

星野 崇宏（慶應義塾大学） 

 
 第46回大会は，2018年9月3日(月)～9月6
日（木）の日程で慶應義塾大学三田キャンパスに

て開催します． 
会期中に一般セッション，大会シンポジウム，

ポスターセッション，ラウンドテーブルセッショ

ン，柳井レクチャー等を予定しております．今年

は初日の3日にチュートリアルセミナーだけでな

く，ラウンドテーブルセッションなども実施する

予定です．また5日夜は学内での懇親会も開催し

ます．大会ウェブサイト（http://bsj.wdc-jp.com/ 
2018/）に関連情報や詳細情報を随時掲載してお

ります．詳細についてはこちらをご覧下さい．多

くの方々のご参加をお待ち申し上げます． 
 
○大会開催要項 
日 時：2018年9月3日（月）～9月6日（木） 
場 所：慶應義塾大学三田キャンパス（東京都港区

三田2-15-45） 
アクセス： 
https://www.keio.ac.jp/ja/maps/mita.html 
○大会日程 
1/25（木） Web公開 
3/1（木） 特別セッションの企画募集開始 
4/2（月） 大会参加事前申込，一般発表申込，抄

録原稿受付，チュートリアルセミナー参加申込，

各種開始 
4/26（木） 特別セッション企画募集締め切り 
5/31（木） 一般研究発表申込締め切り 
6/18（月） 抄録原稿提出締め切り 
6/29（金） 速報版プログラムのウェブ公開予定 
7/27（金） プログラム冊子送付予定 
8/3（金） 事前参加申込締め切り 
8/7（火） 事前参加費振込み締め切り 
9/3（月）～9/6（木） 第46回大会（3日はチュ

ートリアルセミナー） 
※ 諸事情により変更があるかもしれません． 
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○チュートリアルセミナー 
2018年9月3日（月） 
テーマA：14:15~17:15 
テーマ：はじめての継続時間分析と生存時間分析 

人文社会科学やマーケティングへの応用 
講師：猪狩 良介 先生（法政大学経営学部） 
概要： 
イベントが発生するまでの時間を解析する統計手

法は「継続時間分析」または「生存時間分析」と

呼ばれており，医学・薬学などの分野のみならず，

人文社会科学分野でも応用範囲は広い．しかし実

際には「右打ち切り」「左切断」など「継続時間分

析」に特有の概念が無視されることで，誤った分

析が行われることも多い．本セミナーでは，継続

時間分析/生存時間分析の入門的な内容を紹介す

る． 
具体的には，Coxハザードモデルなどの比例ハザ

ードモデルを中心に，人文社会科学や，特にマー

ケティングへの応用事例を紹介する．また，統計

ソフトRを利用した実行例も紹介する． 
 
テーマB：17:30~20:30 
テーマ：ベイズ推論による機械学習入門 応用モ

デルの構築法を中心に 
講師：須山 敦志 先生（㈱アクセンチュア） 
概要： 
講談社から出版された機械学習スタートアップシ

リーズ ベイズ推論による機械学習入門 (KS情報

科学専門書) 
http://www.kspub.co.jp/book/detail/1538320.ht
ml 
の特に4章と5章，混合モデル，次元削減，隠れ

マルコフモデル，トピックモデル，テンソル分解，

ニューラルネットワークなどの応用モデルと近似

推論（変分ベイズ，MCMC）を中心に，実際のプ

ログラムコードにも即しながら解説いただく． 
プログラムコードは 
https://github.com/sammy-suyama/BayesBook 
を参照されたい． 
 
＊両テーマとも事前に必要となるような知識や準

備はありません．両テーマとも定員などは設けて

いません．ただし，教室のキャパシティ（約100
人）を超えた場合はその限りではありません． 
 
○大会シンポジウム 
「行動計量学会と行動経済学」 
日 時：2017年9月5日（木）午後（正式な時

間は調整中です） 
オーガナイザー：星野 崇宏，竹村和久 
行動経済学会副会長・常任理事など，行動経済学

会側から複数名の発表者・討論者をお呼びし，日

本行動計量学会側からも理事を中心に発表・討論

をお願いしております． 
*プログラムは変更になる可能性もあります． 
 
○柳井レクチャー 
講師：岡太彬訓先生（立教大学名誉教授） 
詳細については決定次第メーリングリストでお

知らせします． 
 
○お問い合わせ先 
参加登録，抄録提出など，ウェブでの手続き関係 
大会ヘルプデスク bsj-desk@bunken.co.jp 
大会全般の問い合わせ 
第46回大会実行委員会  
bms2018taikai＠gmail.com 
 

http://www.kspub.co.jp/book/detail/1538320.html
http://www.kspub.co.jp/book/detail/1538320.html
https://github.com/sammy-suyama/BayesBook
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2018年度統計関連学会連合大会のお知らせ

（第三報） 
 

運営委員長 笛田 薫（滋賀大学）  

実行委員長 鎌倉稔成（中央大学）  

プログラム委員長 汪 金芳（横浜市立大学） 

 
今回で17回目になる2018年度統計関連学会連

合大会について進捗状況をご報告いたします．今

大会は 応用統計学会，日本計算機統計学会，日本

計量生物学会，日本行動計量学会，日本統計学会，

日本分類学会の6学会主催，中央大学後援により

開催する運びとなりました．初日の 9 月 9 日(日)
はチュートリアルセッションと市民講演会を，一

般講演などは2日目以降（9月10日(月)～13日(木)）
に，会場はいずれも中央大学・後楽園キャンパス

で開催いたします．懇親会は，大会 4 日目（9 月

12日（水））の晩に，東京ドームホテルB1F「シ

ンシア」で開催します．是非ご参加ください． 
この第三報では，チュートリアルセッション，市

民講演会，企画セッション，コンペティションセ

ッションなどの概要を項目ごとにご紹介いたしま

す． 
 
1. 大会日程，開催場所，各種受付期間 
 
開催日程・場所  
チュートリアルセッションと市民講演会：9 月 9 
日（日）  
本大会：9 月 10 日（月）～13 日（木） 
いずれも中央大学・後楽園キャンパス 5号館 
 
懇親会：9 月 12 日（水）18:30～20:30 
東京ドームホテルB1F「シンシア」 
 
講演申込 

5月17日（木）17:00～6月6日（水）17:00  
報告集原稿提出 

6月12日（火）11:00～6月29日（金）17:00  
事前参加申込 

7月17日（火）13:00～8月20日（月）17:00 
 
 

2. 参加申込と大会参加費 
 
大会参加費（報告集代を含む） 

事前申込 当日受付 
会員（主催6学会の会員） 

7，000円 10，000円 
学生（会員・非会員を問わず） 

  3，000円  8，000円 
学生以外の非会員        

15，000円 20，000円 
 
チュートリアルセッション参加費（資料代を含む） 
             事前申込 当日受付 
会員（主催6学会の会員） 

3，000円   4，000円 
学生（会員・非会員を問わず） 

  2，000円   3，000円 
学生以外の非会員       

6，000円  8，000円 
 
 懇親会参加費 
            事前申込  当日受付 
 一般（会員・非会員を問わず） 

   9，000円 10，000円 
 学生（会員・非会員を問わず） 

   4，500円  5，000円 
 
その他，講演の申込，講演報告集用原稿の提出，

企画セッション，コンペティション，プレナリー

セッション，チュートリアルセッション，市民講

演会等についての詳細は 2018 年度統計関連学会

連合大会のウェブページ 
http://www.jfssa.jp/taikai/2018/ 
をご確認ください． 
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理事会議事録 

 

日本行動計量学会 2017年度第 5回理事会議事録 

 

日時：2018年 2月 22日（木）18:00～19:45 

場所：多摩大学品川サテライト 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：今泉忠，岩崎学，植野真臣，大森拓哉，

岡太彬訓，尾崎幸謙，菊地賢一， 

繁桝算男，中山厚穂，橋本貴充(書記)，

星野崇宏，松本渉，本村陽一，森裕一，

吉野諒三，渡辺美智子 (16名)， 

委任状 11名 

監 事：村上隆 

 

資料 

1. 2017年度第 4回理事会議事録案 

2. 第 45回大会収支報告書 

3. 第 46回大会実行委員会からの報告 

4. 役員選挙の実施結果報告 

5. 和文誌編集委員会からの報告 

6. 欧文誌編集委員会報告 

7. 運営委員会報告 

8. 広報委員会報告 

9. 大会担当委員会報告 電子化関係資料 

10. 健康科学研究ネットワーク入会のご案内 

11. 日本行動計量学会の monograph series 

12. 第 2次活性化委員会達成度の評価（暫定版） 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で出席者 23 名（理事

出席 12名，委任状 11名）を確認し，理事会が成

立していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2017年度第 4回理事会の

議事録が承認された． 

 

2. 第 45回大会収支報告 

菊地事務局長より，資料 2にもとづき，第 45

回大会の収支が報告された．第 46回大会以降，

収支に余裕がある場合には，学会からの準備金

30万円を返還することが確認された． 

 

 

3. 第 46回大会 

星野大会実行委員長より，資料 3にもとづき，

大会日程等，今後の予定，実行委員が報告され

た．第 46 回大会では大会第 1 日目にもラウン

ドテーブルディスカッションのセッションを

入れる予定であることが報告された． 

大会実行委員会からの会員への連絡に関連

して，学会のメールニュースの，依頼の先着順

に 1日 1回の配信という方針について議論され

た．その結果，学会から公式なアナウンスは依

頼の順序に関わらず優先して配信することと

し， 1日の配信回数については，広報委員会に

検討を依頼することとなった． 

第 46 回大会チュートリアルセミナーは，大

会実行委員会が企画することが報告された．第

47回大会以降は，大会実行委員会・大会担当委

員会と運営委員会が緊密に連絡をとりつつ企

画することが確認された． 

 

4. 役員選挙結果 

尾崎委員長より，資料 4にもとづき，役員選

挙の結果が報告され，承認された．選挙管理委

員会規程が示され，意見交換を行った． 

今回の選挙では，会員への案内を会報に同封

したため，費用を抑えることができた．次回以

降の選挙に向けて，投票率や費用を考慮しつつ，

Web 選挙の導入の可能性を議論することとなっ

た． 

 

5. 柳井レクチャー 

岩崎委員長より，第 46 回大会の柳井レクチ

ャー講演者として，岡太彬訓会員が推薦され承

認された． 

 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料 5にもとづ

き，和文誌第 45 巻 1 号および 2 号の内容，現

在の投稿状況と審査状況，特集論文，展望論文

の予定について報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料 6にもとづ

き，現在の投稿論文審査の状況が報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，資料 7にもとづき，2017年

秋の行動計量セミナーの開催，第 20 回春の合

宿セミナー開催予定について報告された．平成
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30 年度研究部会について，2 件の応募があり，

採択したことが報告された． 

・広報委員会 

中山委員長より，資料 8にもとづき，通常業

務および会報の発行について報告があった．

Web では，学会英語名称や学会ロゴの変更に伴

う更新を行ったことが報告された．会報の第

156 号の巻頭言を繁桝理事長に依頼したこと，

第 157号の巻頭言を次期理事長に依頼予定であ

ることが報告された． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，資料 9にもとづき，大会抄

録集の電子化について，複数の案が提示され，

当面は現行どおり紙媒体とすることとされた． 

・資料アーカイブス委員会 

吉野委員長より，講演の動画の公開方法を，

近いうちに検討するよう次期委員会に引き継

ぐことが報告された． 

・統計関連学会連合 

岩 崎 理 事 よ り ， Japanese Journal of 

Statistics and Data Science 誌の審査状況に

ついて報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入

会，退会，会員種別変更の申請報告があり，入

会申込の情報を一部修正の上，承認された． 

 

7. その他 

・菊地事務局長より，資料10にもとづき，健康科

学研究ネットワークへの参加の依頼があった

ことが報告され，参加が承認された． 

・岡太編集委員長より，資料 11にもとづき，日本

行動計量学会の monograph series について，

Springer 社との契約が成立し，1 冊当たり 300

ユーロが学会に支払われることが報告され，執

筆者を募ることが呼びかけられた． 

・繁桝理事長より，資料 12にもとづき，第二次学

会活性化検討委員会の提言に対しての達成度

評価の暫定版が示され，近日中にまとめること

とされた． 

 
 
 
 
 
 

日本行動計量学会 2017年度第 6回理事会議事録 

 

日時：2018年 3月 14日（水）18:00～18:45 

場所：多摩大学品川サテライト 

 

議事進行：繁桝算男理事長 

出席者：足立浩平，稲水伸行，植野真臣， 

    大森拓哉，岡太彬訓，岡田謙介， 

    尾崎幸謙，狩野裕，菊地賢一， 

    椎名久美子，繁桝算男，中山厚穂， 

    朴堯星，橋本貴充(書記)，林文， 

    星野崇宏，松本渉，森裕一 (18名) 

委任状 9名 

陪席者：鈴木讓，鈴木督久，芳賀麻誉美 

 

資料 

1. 2017年度第5回理事会議事録案 

2. 第 2次活性化委員会 達成度の評価 

3. Behaviormetricsシリーズの紹介 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で出席者 25 名（理事

出席 16名，委任状 9名）を確認し，理事会が成立

していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1にもとづき，2017年度第 5回理事会の

議事録が承認された． 

 

2.2. 各委員会引き継ぎ事項 

・学会誌編集委員会 

岡太編集委員長より，欧文誌の出版社がシュ

プリンガー社に代わり，インパクトファクター

の取得に向けて大きく前進したことが報告さ

れた． 

星野和文誌編集委員長より，査読が迅速化さ

れたこと，これまで投稿がほとんど見られなか

った分野の論文も掲載できたことが報告され

た． 

植野欧文誌編集委員長より，現在の投稿論文

審査の状況が報告された． 

・運営委員会 

大森委員長より，合宿形式での春の合宿セミ

ナーを 3回実現できたこと，スクーリング形式

での秋の行動計量セミナーを実現できたこと

が報告された．行動計量シンポジウムの開催を
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増加させること，研究部会の活用を促すことが

今後検討すべき課題とされた． 

・広報委員会 

中山委員長より，学会の Webサイトを通じて，

関連する学会の情報を，多く発信できたことが

報告された．Web サイトの報道で取り上げられ

た学会関連の情報が 2008 年で止まっているこ

と，ブログの開設がまだなされていないこと，

メールニュースの配信スケジュールの改善，学

会ロゴの変更に伴う入会申込書の変更，入会申

込書の専門分野の更新が，今後検討すべき課題

とされた． 

・組織検討委員会 

林委員長より，会員の特典に関わる会則改正

が今後検討すべき課題とされた． 

・大会担当委員会 

松本委員長より，これまで大会開催のなかっ

た静岡県での開催を実現できたこと，大会実行

委員会の運営支援を積極的に行うようになっ

たこと，学会の意向を大会実行委員会に反映で

きるようになったことが報告された．大会抄録

集の電子化と，大会担当委員会委員の交代時期

が今後検討すべき課題とされた．星野大会実行

委員長より，大会担当委員の任期は，大会開催

の周期に合わせた方が良いという提案があっ

た． 

・統計関連学会連合 

岡太理事より，統計関連学会連合の欧文誌は，

当面 2年間は無料で購読できるが，その後のこ

とは検討する必要があることが報告された．連

合大会の日程が 4日間になったため，統計関連

学会連合との関係のあり方を原点にかえって

みつめなおすことが今後検討すべき課題とさ

れた． 

・事務局 

菊地事務局長より，科研費の出版助成の研究

種目がなくなり，CiNii の著作権収入がなくな

ったため，今後支出が増え収入が減るようであ

れば，予算について見直す必要のあることが報

告された．役員の任期と会計年度の開始時期の

見直しが，今後検討すべき課題とされた． 

 

 

 

 

 

3. その他 

・菊地事務局長より，回覧資料にもとづき，入会，

退会，会員種別変更の申請について報告があり，

承認された． 

・岡太理事より，資料 3にもとづき，日本行動計

量 学 会 の monograph series の 名 称 が

「Behaviormetrics: Quantitative Approaches 

to Human Behavior」に決定したことが報告さ

れ，現在の編集状況が報告された． 

・繁桝理事長より，資料 2にもとづき，第二次学

会活性化検討委員会の提言のそれぞれについ

て，活性化委員会からの観点による達成度評価

が示された． 

以上 

 
 

学会協賛イベントについて 
     事務局長 菊地 賢一（東邦大学） 

承認日 協賛イベント 開催年月日 

2018年 

4月 17日 

第20回日本感性工学

会大会 

2018年 

9 月 4 日-6

日 

2018年 

3月 19日 

第34回ファジィシス

テムシンポジウム

（FSS2018） 

2018年 

9 月 3 日-5

日 

（2018 年 2 月 10日～2018 年 5 月 9日承認のも

の） 

 

 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
＊最新情報については各学会のホームページ等で

ご確認ください． 
 
☆日本マーケティング・サイエンス学会第 103回

研究大会  
開催日：2018年6月2日（土）・3日（日） 
開催場所：大阪経済大学  
http://www.jims.gr.jp/%E7%A0%94%E7%A9%
B6%E5%A4%A7%E4%BC%9A/ 
 
 

http://www.jims.gr.jp/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%A4%A7%E4%BC%9A/
http://www.jims.gr.jp/%E7%A0%94%E7%A9%B6%E5%A4%A7%E4%BC%9A/
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☆日本分類学会第 37回大会 
開催日：2018年6月9日（土）～6月10日（日） 
開催場所：統計数理研究所  
http://www.ism.ac.jp/~nobuo/jcs37thmeeting/ 
 
☆日本言語学会 156回大会 

開催日：2018年6月23日（土）・24日（日） 
開催場所：東京大学本郷キャンパス 
http://www.ls-japan.org/modules/documents/ind
ex.php?cat_id=30 
 

☆WAPOR 71th Annual Conference  

開催日：2018年6月27日（水）～30日（土） 
開催場所：Marrakesh， Morocco  
https://wapor.org/events/annual-conference/curr
ent-conference/ 
 
☆第 27回日本健康教育学会学術大会  
開催日：2018年7月7日（土）・8日（日） 
開催場所：姫路市市民会館 
http://www.knt.co.jp/ec/2018/27nkkg/ 
 
☆第 59回日本社会医学会総会 

開催日：2018年7月21日（土）・22日（日）  
開催場所：獨協医科大学 
https://socmed59th.wixsite.com/soc59 
 
☆第 50回日本医学教育学会大会  
開催日：2018年8月3日（金）・4日（土） 
開催場所：東京医科歯科大学 
https://site.convention.co.jp/50jsme/ 
 
☆日本看護研究学会第 44回学術集会 

開催日：2018年8月18日（土）・19日（日） 
開催場所：熊本県立劇場 
http://jsnr44.umin.jp/index.html 
 
☆日本パーソナリティ心理学会第 27回大会 
開催日：2018年8月26日（日）・27日（月） 
開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 
http://conference.wdc-jp.com/jspp/27/ 
 
 

☆日本社会心理学会第 59回大会 

開催日：2018年8月28日（火）・ 29日（水） 
開催場所：追手門学院大学 
http://www.socialpsychology.jp/conf2018/ 
 

☆第 66回数理社会学会大会 
開催日：2018年8月30日（木）・31日（金） 
開催場所：会津大学 
http://www.jams-sociology.org/?p=2421 
 
☆日本認知心理学会第 16 回大会 
開催日：2018年9月1日（土）・2日（日） 
開催場所：立命館大学大阪いばらきキャンパス 
http://www.cogpsy16.jp/ 
 
☆第 20 回日本感性工学会大会（日本行動計量学

会協賛） 

開催日：2018年9月4日（火）～6日（木） 
開催場所：東京大学工学部 
https://www.jske.org/taikai/jske20 
 
☆第 28回日本家族社会学会大会 
開催日：2018年9月8日（土）・9日（日） 
開催場所：中央大学  
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2018/index.htm
l 
 
☆日本グループ・ダイナミックス学会 第 65 回

大会 

開催日：2018年9月8日（土）・9日（日） 
開催場所：神戸大学文学部 
http://www2.kobe-u.ac.jp/~yohtsubo/jgda2018/ 
 
☆日本テスト学会大会第 16回大会 

開催日：2018年9月8日（土）・9日（日） 
開催場所：東京家政大学板橋キャンパス 
http://jartest16th.jp/ 
 
☆2018 年度統計関連学会連合大会 （日本行動計

量学会共催） 

開催日：2018年9月9日（日）～13日（木） 
開催場所：中央大学後楽園キャンパス 
http://www.jfssa.jp/meeting/#nowyear 
 

http://www.ism.ac.jp/%7Enobuo/jcs37thmeeting/
http://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30
http://www.ls-japan.org/modules/documents/index.php?cat_id=30
https://wapor.org/events/annual-conference/current-conference/
https://wapor.org/events/annual-conference/current-conference/
http://www.knt.co.jp/ec/2018/27nkkg/
https://socmed59th.wixsite.com/soc59
https://site.convention.co.jp/50jsme/
http://jsnr44.umin.jp/index.html
http://conference.wdc-jp.com/jspp/27/
http://www.socialpsychology.jp/conf2018/
http://www.jams-sociology.org/?p=2421
http://www.cogpsy16.jp/
https://www.jske.org/taikai/jske20
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2018/index.html
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2018/index.html
http://www2.kobe-u.ac.jp/%7Eyohtsubo/jgda2018/
http://jartest16th.jp/
http://www.jfssa.jp/meeting/#nowyear
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☆第 32回日本音声学会全国大会 
開催日：2018年9月15日（土）・16日（日） 
開催場所：沖縄国際大学 
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/%E7
%AC%AC32%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%
BC%9A2018 
 
☆第 91回日本社会学会大会  
開催日：2018年9月15日（土）・16日（日） 
開催場所：甲南大学 
http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/ 
 
☆日本教育心理学会第 60回総会  
開催日：2018 年 9 月 15 日（土）～17 日（月・

祝） 
開催場所：慶應義塾大学日吉キャンパス 
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018
/top 
 
☆第 4回日本混合研究法学会年次大会 
開催日：2018年9月29日（土）・30日（日） 
開催場所：順天堂大学医療看護学部 
http://www.jsmmr.org/conference/jsmmr2018/ 
 
☆計量国語学会第 62回大会  

開催日：2018年9月29日（土） 
開催場所：京都教育大学 
http://www.math-ling.org/ 
 
☆日本語学会 2018年度秋季大会 

開催日：2018年10月13日（土）・14日（日） 
開催場所：岐阜大学 
https://www.jpling.gr.jp/taikai/2018b/ 
 
☆日本国際政治学会 2018年度研究大会 
開催日：2018年11月2日（金）～4日（日） 
開催場所：大宮ソニックシティ 
http://jair.or.jp/ 
 
 
 
 
 

公募・求人情報 

☆独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

任期付研究員の公募 

 当機構では，職業リハビリテーションに関する

調査研究を担って頂く任期付研究員を現在公募し

ています．ご興味のある方は応募をご検討くださ

い．また，併せて関係各位へご周知いただければ

幸いです． 詳細については下記URLよりご確認

ください． 
  応募締め切りは2018年6月30日です． 
https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorDetail?fn=3
&id=D118041242&ln_jor=0 
 

会員の著書等 

甘利俊一・狩野裕 他（著）『多変量解析の展開―

―隠れた構造と因果を推理する』【統計科学のフロ

ンティア5】 (岩波オンデマンドブックス)，岩波

書店，2018年4月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
石崎克也・渡辺 美智子（著）『身近な統計』，放送

大学教育振興会，2018年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/%E7%AC%AC32%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A2018
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/%E7%AC%AC32%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A2018
http://www.psj.gr.jp/jpn/annual-convention/%E7%AC%AC32%E5%9B%9E%E5%A4%A7%E4%BC%9A2018
http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018/top
https://confit.atlas.jp/guide/event/edupsych2018/top
http://www.jsmmr.org/conference/jsmmr2018/
http://www.math-ling.org/
https://www.jpling.gr.jp/taikai/2018b/
http://jair.or.jp/
https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorDetail?fn=3&id=D118041242&ln_jor=0
https://jrecin.jst.go.jp/seek/SeekJorDetail?fn=3&id=D118041242&ln_jor=0
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川野秀一・松井秀俊・廣瀬慧（著）『スパース推

定法による統計モデリング』，共立出版，2018
年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
楠見 孝 （編著）『心理学って何だろうか？：四千

人の調査から見える期待と現実』，誠信書房，2018
年2月 

 
 
 

佐々木正道・吉野諒三・矢野善郎（編著）『現代社会

の信頼感－国際比較研究（II）－』，中央大学出版

部，2018年3月 

 
 

中西寛子・竹内光悦・中山厚穂（著）『スタンダー

ド 文科系の統計学』，培風館，2018年4月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廣瀬雅代・稲垣佑典・深谷肇一（著）『サンプリ

ングって何だろう 統計を使って全体を知る方法』，

岩波書店，2018年3月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
William R. Thompson（編）（猪口孝会員が

Chapter4を執筆）The Oxford Encyclopedia of 
Empirical International Theory， 4 vols， 
Oxford University Press， 2018年3月 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 
慶應義塾大学経済学部 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 
(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻No. ，YY: 論文の開始ページNo. 
 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul
t.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻No. ，YY: 論文の開始ページNo.  
(ISSN)0385-7417（print version） 
(ISSN)1349-6964 （electronic version） 
 
 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公

開）しております．電子アーカイブ化・公開には，

創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公

開）同意を論文著者から得る必要があります．1999
年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 また，「Behaviormetrika」は，2017年1月発

行のVolume 44， Number 1よりシュプリンガ

ー・ジャパン社からの出版になりました．これに

伴ってVolume 44， Number 1以降はシュプリ

ンガー・ジャパン社のWeb siteにおいて公開され

ます（非会員には有償）．Volume 43， Number 2
以前に掲載された論文は，従来通り JSTで運用し

ている電子アーカイブサイト J-STAGEにて全文

公開されます． 
 
 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html
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ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2018年4月30日現在） 

正会員       ： 723名 （海外5含む） 
準会員       ： 70名  
名誉会員      ： 19名  
賛助会員      ： 21社  
シニア会員     ： 37名  
計         ： 870名  
学会誌等寄贈先 ： 5件  
 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 
（注意）2013年12月中旬より配信システムが変

更されています． 
 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj  
パスワード：1973 

 
 
求人情報の掲載について 

 大学およびそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 
 

 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 Fax. 03-3368-2822 

 
 
 
 
 
  

http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html
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会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの）や，会員に関係があると思われるシ

ンポジウム，セミナー，公募情報（賛助会員

企業の求人情報も含む）などの情報を含め，

会員の皆様から原稿を募集しております．広

報依頼の受付のページ 
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の

前々月の末日まで（次号 158 号の場合には 7
月末日）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたも

のにつきましては，内容を判断した上で，次

号に回させていただきますのでよろしくお願

い申しあげます． 
不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の

掲載は，学会の目的に沿ったものに限りま

す． 
 
 
 
 
 
 

編集後記 
今号に寄稿いただいた皆様におかれまして

は，紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙

しいところ，ありがとうございました． 

今後も，これまでと同様に皆様からのご意

見をお伺いしながら，皆様のお役に立てるよ

うな魅力ある充実した会報となるように努め

ていきたいと考えております．ご意見，ご要

望，その他会報に掲載すべきと思われる情報

などございましたら広報依頼の受付ページ 

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html 
より，ご連絡下さいますようお願い申し上げ

ます． 

 (おざき こうけん，尾崎 幸謙) 
 
題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：中山厚穂 

会報作成担当：尾崎幸謙, 阿部貴人, 上野雄史, 

宇佐美慧, 江口幸治, 川端一光, 

木村邦博, 清水裕士, 鶴見裕之, 

朴堯星, 藤田泰昌, 山本倫生 

 

相談役：松本渉

http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
http://www.bsj.gr.jp/prrequest/index.html
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